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あらまし：合意形成は一つの重要なスキルだが，適切に意見を述べ，合意を形成するための代替案の提示

を行うことは難しい．ここで，kit-Build 方式とトゥールミンの三角ロジックに基づき，適切に意見を述べ

るためのモデルが提案されている．本研究ではこの方式を用い，旅行計画を対象として，kit-Build 方式の

三角ロジックに基づく主張の提示と，主張の整理を学習することのできる合意形成の学習支援システムを

開発した．また試験的利用についても報告する． 
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1. はじめに 

他者との複数の意見をまとめ，意見の一致を図る

合意形成は，日常生活から社会一般まで幅広く求め

られるスキルである．しかしながら他者との意見の

一致は決して容易なものではなく，合意を取ろうと

するステークホルダだけではなく，その仲介役とな

るファシリテータを交え合意形成もしばしば行われ

る(1)．本研究では合意形成のステークホルダとファ

シリテータを対象とした学習支援システムの開発を

行う．一般的にファシリテータは合意形成時の意見

の収集と代替案の提示，ステークホルダは適切な意

見の提示を行うことが役割となる． 

ここで，kit-build 方式という与えられた学習のた

めの部品の組み立て方式を通して論理を学習するシ

ステムが開発されており，論理的思考力が向上する

という結果が出ている(2)．また，組み立てという方

式を利用しているため，これらの情報を収集し，閲

覧可能とするシステムの開発も行われている． 

よって本研究では kit-build 方式を用いて，ステー

クホルダは適切な部品の組み立て議論に必要な要素

を学習，ファシリテータは収集される情報に基づき

適切に代替案を提示するためのシステムを開発した．

以下，2 章で kit-build 方式と支援システムの提案，3

章で支援システムの説明，4 章で実験について述べ，

5 章でまとめる． 

 

2. Kit-build 方式に基づく合意形成 

先行研究である論理の学習支援システムでは，主

張・理由付け・根拠の 3 つで構成される論理の三角

モデルを提案している．これはこの 3 つの要素を三

角形の形で結びつけ，それぞれの関係性を明示化し

たモデルである．合意形成は統一した主張を得るこ

とが目的となるものの，ステークホルダ全体で同様

の主張を得るためには，その理由付けを共有させる

ことが重要と考えられる．また，kit-build 方式によ

り入力されたデータを重畳することができることも，

合意形成時にファシリテータが意見を収集するため

には非常に有用だと考えられる． 

次に対象となる旅行計画について述べる．本研究

では旅行の要素を，目的地，乗り物，資金，期間，

人数の 5 つとし，人数を省いた 4 つを，合意を形成

する必要のある要素とした．これは前提として議論

に参加する者は旅行に参加するとしたためである． 

各要素の主張・理由付け・根拠を表 1 に示す．例

えば目的地は，沖縄県に行きたいとした時，そこに

は海があることが理由付け，泳ぎたいことが根拠と

なる．乗り物は，乗れる乗り物は種類が多すぎ煩雑

になると考えたので，乗れない乗り物を主張とした．

例えば新幹線に乗れないと主張するとき，新幹線は

高額であることが理由付け，お金がないことが根拠

となる．次に資金は，予算の上限を主張とした．こ

れに対して，ホテル代しかいらない，といったこと

が理由付けとなり，事情はお金がないといった自身

の特徴などが当てはまる．最後に期間は，旅行期間

が主張となる，これに対して理由付けは，例えば近

日中である，連休がある，といったことになり，そ

の事情は早く行きたい，忙しいと言った自身の特徴

を上げることができる． 

以上の要素に対して，合意形成の手順を述べる．

手順としては，まず(1)ファシリテータは各々の要素

に対する前提条件を指定する．例えば，特定の名所

に行くことが決まっているなどである．もしない場

合を想定するなら，指定はしない．次に(2)ステーク

ホルダは各要素を選択，指定していき，その重畳結

果がファシリテータに提示される．そして(3)ファシ

リテータは重畳されたデータに基づき，対立と，解 

表 1 旅行計画の合意形成に必要な要素 

要素 主張 理由付け 根拠 

目的地 県名 活動や名所 やりたいこ

と 

乗り物 乗れない乗

り物 

乗れない理

由 

自身の特徴 

資金 予算上限 理由 事情 

期間 旅行期間 理由 事情 
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消が可能な要素を見つけ，代替案を提案する．ステ

ークホルダは提案された代替案について吟味を行う．

その後，(2), (3)を繰り返すことで，対立を解消し，

合意を形成するという手順である． 

 

3. kit-build 方式を用いた合意形成学習支援

システム 

システムは 2 章で述べた演習を実現するためのも

のである．図 1，2 に各々の役割のシステムインタフ

ェースを示す．システムは Android を用いて開発さ

れている．ステークホルダ用システムは各々の要素

のボタンをタップすることで，用意された主張等を

選択し，各々の要素ごとに主張等を整理していく．

今回主張を複数選択するため，三角形は用いないこ

ととしている．ファシリテータ用システムではこれ

らのデータをリアルタイムに集計・確認することが

でき，主張の簡易提示から，詳細ボタンによる主張

ごとの理由付けや根拠の確認もできる． 

 
図 1 ステークホルダ用システム 

 

 
図 2 ファシリテータ用システム 

 

4. 試験的利用 

システムで提示している要素は kit-build 方式によ

り制限しているため，合意形成に違和感がない程度

には kit を用意できているか，活動は通常の合意形

成より議論に必要な要素を意識できるか，合意形成

の学習に役立ちそうかを簡易的に確認した．実験の

被験者は大学生 9 名で，4 人と 5 人のグループに分

けて行った．いずれのグループでもファシリテータ

役を 1 人設けている．実験手順は，手順の説明，シ

ステムを利用せず合意形成，システムを利用して合

意形成，アンケートへの回答である．事前にシステ

ムを利用せず合意形成を行わせたのは，システム利

用の場合と比較させるためである． 

アンケートと結果の一部抜粋を表 2 に示す．FT は

ファシリテータ，SH はステークホルダへの質問を示

す．システムはステークホルダにとって，合意形成

時に必要な要素をより意識できるという回答であっ

た．ファシリテータで否定的な意見が目立つのは，

旅行計画の知識がないため温泉地などを推測するこ

とができないことが理由であった．また，学習のた

めに有用であることは双方から肯定意見が得られた． 

表 2 アンケートと結果の一部抜粋 

  質問内容 

FT1 システムを用いない場合，議論は円滑に進

めるために必要な要素は揃っていたか 

FT2 システムを用いた場合，議論は円滑に進め

るために必要な要素は揃っていたか 

FT3 本システムが，合意形成の方法を学習する

のに役立つと思いますか 

SH1 システムを用いない場合，自分の考えを整

理するために必要な要素は揃っていたか 

SH2 システムを用いた場合，自分の考えを整理

するために必要な要素はそろっていたか 

SH3 本システムが合意形成の方法を学習する

のに役立つか 

 

  思う やや思う やや 

思わない 

思わな

い 

FT1 0 2 0 1 

FT2 0 1 2 0 

FT3 1 2 0 0 

SH1 0 1 4 2 

SH2 1 5 1 0 

SH3 2 4 1 0 

 

5. まとめと今後の課題 

本研究では kit-build 方式を用いた合意形成学習支

援システムの設計・開発を行った．結果として改良

はまだ必要であるものの，本方式が合意形成時に有

用な要素を意識するのに役立つという可能性が示唆

された．今後はシステムの改良と追加実験を行う． 
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